　グループホームゆりはま運営推進会議　報告書　
	事業所名
	認知症対応型共同生活介護 グループホーム ゆりはま

	開 催 日
	令和7年7月30日（水）14:00～14:30（令和7年度 第2回）

	開催場所
	グループホーム　ゆりはま

	出 席 者
	構　成　区　分
	人数
	構　成　区　分
	人数

	
	地域住民の代表
	2名
	
	

	
	地域包括支援センター
	1名
	
	

	事業所

出席者
	グループホームゆりはま 
	1名
	入居者代表
	1名

	
	事務局
	1名
	入居者家族
	１名

	欠席者
	4名


【グループホーム　状況報告】（令和7年7月20日現在）
	利用者の状況
	入 居 者
	１8名　（定員：１８名）

	
	年  　齢
	８1歳～１０5歳　（平均年齢：88.6歳）

	
	介護度別
R7.7.20
現在
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５
	平均介護度

	
	
	7名
	8名
	1名
	2名
	0名
	1.9

	入退居の状況
	新規利用者
	1名

	
	退  居  者
	なし


平均ご利用期間　約1年8ヶ月　　待機者（22名）
【行事関連報告】令和7年5月2１日～令和7年7月20日）
	月日
	活動名
	内容
	参加者

	5月21日
	フラワーアレンジメント
	自分の思い通りにお花を生ける
	利用者6名

	6月7日
	ふれあいはあとまつり
	法人の祭りに参加し、法人のイベントに参加し、楽しんでいただく。
	利用者4名

	6月～
	あやめ池公園外出
	季節の花や外の風景を鑑賞し、季節感を感じてもらう。
	利用者18名

	6月12日
	絵本の読み聞かせ
	絵本の読み聞かせや体操なども取り入れて脳の活性化を図る。
	利用者17名

	6月13日
	ISO内部監査
	
	

	6月28日
	家族交流会
	家族を招き、GHゆりはまの目標管理など説明を行う
	利用者8名

	7月5日
	七夕行事
	季節感をあじわっていただく。
	利用者17名

	
	
	
	


※個人で、家族様と一緒に外出・外食・外泊もされています。また、近くにコンビニができ
たことで、買い物支援にも繋げています。
【研修】（令和7年5月2１日～令和7年7月20日）
	研修名
	目　　的
	備考

	認知症チームケア研修
	認知症チームケアの進め方
	2名

	感染対策研修
	手指消毒のタイミング
	全職員

	GHかりん地域食堂見学
	秋にGHゆりはまを中心として実施する地域食堂について、GHかりんに見学に行き、弁当の作成、販売などについて学ぶ。
	3名

	事故ヒヤリ報告書き方研修
	SHELL分析書き方研修
	全職員

	誤嚥シミュレーション研修発生時の
	腹部突き上げ、背部叩打法について動画視聴。
	全職員

	労働災害KY活動
	労働災害が発生する可能性のあるシーン（イラスト）を活用し、労働災害KY活動を実施する。
イラスト内にどのような労働災害の危険性があるか、労働災害が発生しない作業動作についてチームで検討し、配布スライドへ記載のうえ期間内に提出する。
	全職員

	食中毒予防研修
	食中毒の発生件・数患者件数からどのような食中毒が起きやすいかどのように予防するか説明していく。
	全職員

	防災士スキルアップ研修
	・熱中症について
・愛サポート運動について
・多様性に配慮した被災者支援
・支え愛マップ作製の推進について
・演習：災害図上訓練ＤＩＧ
	1名

	社会福祉法人主任/係長講座
	・7つの習慣について
	1名

	新人フォローアップ研修
	・新入職員研修で作成した仕事・プライベート・パーソナルの目標設定について、達成状況を把握し、課題や 改善点を確認する。 ・職場での人間関係や仕事に対する悩みを共有し、同期同士の繋がりを持ち、お互いに相談できる環境を作る。 また不安や悩みを解消することでモチベーションアップを図る。 ・新入職員の不安や悩みを早期発見し、施設へフィードバックすることで早期離職を防ぐ。
	1名

	介護スキルアップ研修について
	サービスの中心的担い手である介護福祉士の更なる質の向上を図る。現在行っているケアを振り返り、自施設の強み、弱みを整理し、課題に取り組む。
	全職員

	虐待の芽チェックリスト実施
	日々の支援の中に潜んでいる「気づき」や「違和感」を拾い上げ、早期に対応していくことを目的としている。
	全職員

	救命救急講習(AED、心肺蘇生)
	応急手当の重要性を知り、心肺蘇生やAEDの取り扱いなどの救命手当を身につける。
	ゆりはま職員


5．事故報告関係（令和7年5月2１日～令和7年7月20日）　事故4件
	発生月
	件数
	介護度
	年齢
	発生時間
	内容
	対策

	6月
	2件
	4
	90
	18：00
	他利用者の対応中、使用していたスティックのりを唇に塗っているのを発見する。スティックのりを、リップスティックと違えて唇に塗ってしまった。
原因として、スティックのりの使用後、しばらくテーブルの上に置いたままにしてあり、リップスティックと勘違いされた。危険予測できなかった。

	利用者には、水のりを使用して頂く。
使用後は置いたままにしておかず、速やかに片付ける。
以後、再発していない

	
	
	2
	93
	16：00
	「おーい。」と居室より声がする。訪室すると車椅子のフットサポートに座っている。ずり落ちし、フットサポートにはまってしまった様子あり。外傷なし。
赤い袋を取ろうと思ったらずってしまったと言われる。
き原因として、朝から落ち着なくホールや居室内を自操して行き来をしている様子あり。居室内でも活動的であった。行動は把握していたが、職員手薄の時間であったため、見守りが不十分であった。また、未排便3日目で不穏気味であった可能性あり。
車椅子の座面に本人様のこだわりで座布団を敷いている。その為自操時に床に足がついていない。足で踏ん張ることができず、ずり落ちフットサポートに挟まってしまった
	リハビリ職員と連携し、車椅子の自操時のポジショニングや物品の選定をお願いする。
不穏な様子ある時は行動をいつもより注意し見守る。
以後、再発していない。

	7月
	2件
	2
	90
	18：00
	訪室すると、ゴミ箱の中に薬があるのを発見する。朝食薬（ラベプラゾールNa錠）いつ捨てられた薬か分からない為破棄する。
（薬に記入してある印字が消えていたため、一旦口にいれたが、出してしまった可能性ある。）
原因として、口に薬を含んだが、口に違和感あり、吐き出され、ごみ箱に捨てたと思われる。
朝、ホールで歯磨きした後、居室に戻られた際、捨てられたと思われる。
朝薬を服薬確認出来ているようだが、手に残っていたかもしれない。
	薬は手にのせず、直接口に入れるように介助する。

	
	
	4
	86
	6：30
	食後に配膳テーブルの下に薬が落ちているのを発見する。確認するとユベラNカプセル(コレステロールを下げる薬)であり、2名が服用中で誰のものかはっきりしないため服用せず
原因として、
F様： 口に錠剤をいれ、そのまま飲みこみ確認する。しっかり飲めていなかった可能性あり
I様：  1錠づつ飲んでもらい飲みこみの確認をしたが服薬途中で他利用者の対応のためその場を離れた。その時に口から出した可能性あり
	F様：引き続き口に錠剤を入れ、飲みこみ確認する。その後薬を飲んだか口腔内を確認する
I様：服薬中はその場を離れないようにする。薬を飲んだか口腔内を確認する
以後、再発していない。


【感染症発生状況】
【苦情・意見・要望について】
・お褒めの言葉
	誰が
	受付方法
	内容

	なし
	
	


・ご意見、要望
	誰が
	区分
	内容
	対応

	利用者家族
	苦情
	家族が面会に来られた際に、部屋に冬布団や衣類があった。もっと薄い掛布団を持って来ているはずなのに交換できていないし、夏用衣類も持って来ているのに着ていない。タンスの上に置いている花が枯れているのに溢れるくらい水がやってあって水浸しだった。家族から郵便物が届いたら教えて欲しい。
	冬布団については、直ぐに倉庫に移動し、次回、家族来所時に家族に持って帰って頂く。持参されていた夏布団に交換した。夏用衣類については、入浴時には来て頂いているが、自分で更衣をされてしまう事もある事を家族に伝える。郵便物については、到着時に家族連絡を行うよう職員間で周知をしている。


【その他】
【会議での質問・意見など】
	外部から質問・意見
	回答

	地域食堂の内容について、どんなことを行うのか聞かせていただきたい。(湯梨浜町より)
	12月頃を目途に、月1回土曜日に、場所はグループホームゆりはま地域交流室を使用し、テイクアウト形式でお弁当の販売を計画している。価格は200円～300円くらいを設定予定。グループホームゆりはま職員だけでなく、サンテリオン東郷グループホーム3部署合同で行っていく予定。

	実際に、水害などで避難したことはあるのか？(家族より)
	令和3年7月7日の水害時に老健へ避難し、直近で言うと令和6年能登半島地震の際の津波注意報発令の際に老健へ避難した事がある。来月には、水害想定の避難訓練も計画中である。

	施設間協力について、今回3施設合同火災避難訓練をされたとの事で、良い取り組みだと思います。まだ近隣には、はごろもさんなどの施設もあり、はごろもさんも周辺の地域住民と連携を行い、避難訓練を行っている。今後、この区画だけでなく、はごろもさんなどの施設とも協力していけたら良いなと思う。(湯梨浜町より)
	

	災害時の3施設の役割について、以前、レークサイド自治会から、災害時に避難所などとして協力を得ることはできないかという相談があった。例えばどのような協力が必要なのか？(施設より)
	指定避難所としては建物の構造であったり、備蓄品などの関係で指定を受けるのは難しいかと思うが、炊き出しなどの場所の提供は出来るかなとは思っている。レークサイド自治会でどのような内容の協力が必要なのか、話合って頂き、教えていただきたい。その内容について、3施設で何ができるか協議していきたい。(施設より)

	長江地区で、土砂災害を想定した避難訓練を実施し、避難者の中に車いす使用者を2名を入れて実施した。坂道や昔ながらのガタガタの道、公民館が避難先であったが、公民館入口の階段もあり、車椅子の方の避難誘導が大変なことが分かったし、車椅子の方に対して最低でも2名の介助者がいることが分かった。(長江地区より)
	

	長江地区では、年3回の消火栓を使用した訓練を行っている。いざという時にみんなが使えるよう訓練を行っている。(長江地区より)
	

	夜間想定時の火災避難訓練について、地域住民の協力を得たいが、発生した事を伝える連絡手段に困っている。(施設より)
	・防災無線は消防署から連絡があり、地区ごとに放送はできるが、消防団の招集などを目的としている。施設が火災だ～防災無線を使うと言ったことは来たことがないので難しいのではないか。(湯梨浜町)
・音声告知機が各家庭にはあるが、レークサイドには公民館がなく、一声放送を行うことができない。消防車のサイレンが聞こえたら、駆け付けるといった方法しかないのかもしれない。(レークサイド自治会)

	先ほど苦情が上がっていましたし、お褒めの言葉がないと言われていましたが、私としてはいつも感謝しています。衣類の交換などもちゃんとしてくださってありがたいです。(家族より)
	ありがとうございます。


次回：令和7年度　第3回運営推進会議予定　令和7年9月24日（水）14：00～14：30
